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平成 31 年１月 13 日 (日 )  於山口公民館  

謝辞 (成人代表  加藤智晴さん ) 講演 (元幡山東小学校校長  牛田和彦氏 ) 



 

公民館だより   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 142号 
YA M A G U C H I  

２ 

新成人 72名新たな旅立ち   

 
1月 13日（日）、雲一つない青空の下、成人式が山口公民館で行われ

ました。今年度、山口連区で 72名が新たに成人を迎えられました。 

式典には、華やかな振り袖やスーツ、はかま姿の新成人 52名が出席。

主催者式辞を加藤公民館館長、原自治会会長より、来賓代表で山田治

義市議会議員より祝辞をいただき、新成人を代表して加藤智晴さんが

謝辞を述べ、大人の仲間入りをする決意を新たにしました。 

記念講演は、新成人の希望により、幡山東小学校元校長の牛田和彦氏

をお招きし、「２１世紀に生きる皆さんへ」と題して小学校時代のエピ

ソードを交えた講演をして頂きました。 

新成人企画の立食パーティでは、小学校時代の恩師の音頭による乾杯

の後、抽選会の結果に一喜一憂。久しぶりに顔を合わせた同級生や恩

師との近況報告や懐かしい話に花を咲かせ、写真を撮り合うほほえま

しい光景が続きました。 

新成人の皆さん、おめでとう！未来は間違いなく君たちのものです！ 

恐れる事なかれ、大胆に飛び立っ 

て下さい。 

ご両親をはじめご家族の皆さま、 

おめでとうございます。 

また、運営に関わって頂きました

関係者の皆さまお疲れさまでした。 

会場玄関前 

式典直前 

乾杯！！ 

新成人幹事紹介 

景品アタリ～！！ 

皆さんこの場面を覚えていますか？ 



 

エンジョイウォーキング 

11 月 4 日(日)、「国宝彦根城とよみがえる城下町を

楽しもう!」と、恒例の「エンジョイウォーキング」

が開催され(今年度もバスを 2 台に増便)、参加者 73

名が秋の一日を満喫しました。 

彦根城近くの彦根観光センターを起点に、「彦根城

の内堀・中堀」、江戸時代の商人町を再現した「夢京

橋キャッスルロード」、芹川沿いの樹齢 400年を過ぎ

た「ケヤキ並木」、重要伝統的建造物群保存地区に選

定された「河原町芹町地区」等を巡る約 8km のコー

スを、4グループに分かれ小雨が降ったり止んだりの

中しっかりと歩かせて頂きました。 

その後、各参加者は彦根市内の自由散策を楽しみま

した。 

クラフトテープ手芸講座 

10月 27日(土)、11月 10日(土)の 2回シリーズで、

12名が参加されました。 

講師は、山田三枝子先生に依頼。 

今回は「クリスマスリース作り」に挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族お菓子作り教室 

恒例の「家族お菓子作り教室」を、公民館調理室に

て今年度は 4回シリーズで開催、家族 21組が参加さ

れました。 

講師は、昨年度に続き稲葉清美先生に依頼。 

第 1回(9月 8日 (土))は「パン作り」、 

第 2回(9月 22日 (土))は「ﾁｮｺｸﾚｰﾌﾟ、水ようかん」、 

第 3回(11月 3日 (土))は「肉まん、あんまん」、 

第 4回(12月 8日 (土))は「ｸﾘｽﾏｽﾌﾙｰﾂﾀﾙﾄ」に、 

家族で協力しながらお菓子作りをしていただきまし

た。 

山口公民館事務局 TEL.87－0700 FAX.42－8777(土日祝を除く 9：00～17：00） 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://yamaph.wp.xdomain.jp  E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ yamaguchi-ph@ninus.ocn.ne.jp 
 

楽しい講座 

今年度お楽しみ企画として、「新しい趣味が見つか

るかも知れませんよ!」と、心の思いを筆で表現した

り、簡単な手作り手芸をしてみたり、ワイワイとい

ろんな事にチャレンジしました。 

6 月 30 日～12 月 1 日の全日土曜日全 10 回で、12

名が参加されました。 

 

３ 

http://yamaph.wp.xdomain.jp/


不便を感じている世帯 

困っている 

困っていない 

   83.0% 

無回答 
15.3% 

困窮している世帯 
（条件抽出値） 

←困窮している 

    4.2％ 

困窮していない 

    95.8% 

 

 

 

 平成３０年４月から山口連区自治会の協力を得て、自治会加入２６８６世帯対象に「買い物に関

するアンケート調査」を実施しました。そして１７４３通のご回答をいただきました。（回収率６

４．９％） 当協議会で集計した結果、「日常生活の買い物」に不便を感じている世帯が１５．３％

あるものの、困窮している世帯は４．２％と導き出されました。 

  一方、自由記述で「スーパーを誘致してほしい」、「コミュニティバスの増便と細かいルート設

定」を望む声が多くありました。この二つの方策は、山口地域の利便性を高めるのに有用であり、

取り組むべき課題ではあるものの、「スーパー誘致」に関しては、将来的に商業ベースが確保され

なければ実現することは困難であり、「コミュニティバス増便と細かなルート設定」についても市

全体の事業であり、制度の大幅な変更がなければ実現困難と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困窮世帯の抽出分析結果を重ね合わせると、買い物に困窮しているのは、移動手段が乗用車以外

の 80歳以上の一人世帯の方であり、普段の買い物はコンビニエンスストアが多く、週に 1回くら

いは別居家族に買い物を依頼または車に乗せてもらっているという像が浮かび上がりました。 

困窮世帯の今後に希望する調達方策に

ついては、「安価な値段でスーパーへ送迎

してほしい。」、「自宅近くへ販売車が来て

ほしい。」という要望が抽出前のデーター

と比較すると２倍以上高く表れ、「青空市

の開催」、「電話申し込み宅配」を望む声は

低く表れました。このことから、困窮世帯

を対象とした施策であれば、「スーパーへ

送迎するシステム」と「移動販売車の運行」

を重点として当協議会内で実現に向けた

検討を始めました。 

最後にアンケート調査にご協力いただ

いた皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

山口まちづくり協議会 

第 110号 

 

参考写真：萩山台で運行されている移動販売車 
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 山口川は、篠田川と赤津川が海上四沢（よつざわ）で合流

して山口川と呼ばれます。それに海上川、八幡川、吉田川、

薬師川、神明川、越中川、今林川などの支流を集め、香流

川と合流して矢田川となり、最終は庄内川となって伊勢湾

に注いでいます。 

 現在の山口川は、昭和の初期に大規模な河川工事が行わ

れたことで、立派な堤防道路もある真直ぐとした川の形となっていますが、それ以前は、川底が浅

く流れは蛇行し、自然にできた堤防のままで、たびたび氾濫を起こしていました。 

 明和４年（西暦 1767 年）7 月、三日間にわたる大雨により赤津万徳寺前で山崩れが発生し、自

然堤防が作られ、その決壊により大災害となりました。山口本泉寺の過去帳には、24 名が水死と

記されており、海部郡光専寺の過去帳には下流域で数千人の人命被害があったと記されています。  

（天和２年（西暦 1682年）の村八合という災害については、山口地内だけで約 300人の命が失わ

れたとの文献がありますが、他の書物にその記述が見つけられないそうです。） 

 現在の山口川は、河川管理や海上山林の状況から、洪水災害の危険性は稀と言われていますが、

異常気象による長雨、集中豪雨如何により、もう起こらな

いとは限りません。特に川の近くにお住まいの方は、台風

や大雨の際に、迅速な避難行動がとれるよう、避難勧告や

避難指示などの情報収集を積極的に行ってください。 

  参考文献 大津文市著「やまぐち今昔」 

       幡山地区連合自治会発刊「幡山村村誌」 

  資料提供・監修 

山口郷土資料館館長 鈴木眞人さん 

 

 平成３０年１２月８日（土）愛環山口駅北

ティア駐車場にて、まちづくり協議会主催の

第５回クリスマスコンサートを開催しまし

た。当日は強風で寒い中でも、大勢の皆さん

に楽しんで頂きました。 

北も～やっこ広場から望む 

５ 



若草会と園児のふれあい会 １１月３０日（水）  幡山東保育園  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第４回目は、山田葉子さん

(山口町)の紙芝居や合唱指

導で楽しんだのちに、クリス

マスプレゼント争奪ビンゴ

ゲームを行いました。 

参加者 22名、スタッフ 13名 

 

山口いきいきサロン １２月１３日（水）   山口公民館   

若草会の皆さんは今年も幡山東保

育園に招待されました。園児たち

のお遊戯披露の後で、室内では縄

ない・粘土細工など、屋外ではグ

ラウンドゴルフをして、楽しい時

間を一緒に過ごしました。 

若草会 30人、園児 30人、保育園職員 9人、社協スタッフ 13人 

第 81 号 

ふれあいタイム １２月６日(木) / わくわくタイム １月２４日(木) 

12月６日 参加児童 73名スタッフ 9名  

１月 24日 参加児童 53名スタッフ 11名 

ともに午後３時から４時３０分まで幡山東小学校 

体育館で実施しました。 

ふれあいタイム・わくわくタイムの援助スタッ

フを募集しています。小学校低学年の児童と一緒

に体を動かして楽しんでみませんか。ご協力いた

だける方は山口社協事務局（自治会）までご連絡

ください。 

おせち料理 

配布 

12 月 29 日 70

歳以上の独居

の方または 80

歳以上の高齢

者世帯を対象

におせち料理

119 食を配食し

ました。 

６ 



 

年末年始、山口八幡社で行われ

た行事を紹介します。 

今年も厄年会により、ぜんざい

600食が準備され、参拝客にふる

まわれました。厄は皆さんのおな

かで消化され福に転じたようで

す。 

さて、正殿前には０時前から大勢の参拝客が立ち並び、時報を

待って、初詣が始まりました。 

一時 200人余りの行列となり、寒い中に整然と列は進みました。 

 元日は朝から暖かい日になり、午前 11 時ごろには初詣行

列は 250 人程となって

いました。 

 ２日は賑わう境内に

おいて、ひょうきん座

の皆さんによる尾張万

歳が奉納されました。 

正月も終わり、1 月

14 日は、境内で どんど焼き(左義長)が行われ、正月の松飾りやし

め縄を燃やして、その火で焼いた餅とぜんざいがふるまわれまし

た。（どんど焼きとは、その火にあたり焼いた餅を食べると一年間

健康でいられるなど無病息災・五穀豊穣（むびょうそくさい・ご

こくほうじょう）を祈る伝承行事です。毎年 1月 14日に行われて

います。） 

 

山口連区第２回防災訓練 3月 24日(日) 

3月 24日(日)午前 8時から平成 30年度山口連区第２回防災訓練が行われます。今回も前回と同

じく震度５強の地震発生を想定しての全連区民を対象とした「黄色いハンカチ大作戦」を行います。

また黄色いハンカチを掲出後は、全戸配布された「山口の防災ファイル」を持って組集合場所に出

向き、集まった人で組域世帯の安否確認を行う訓練となります。みなさんご参加ください。詳しく

は自治会から全戸配布された訓練参加依頼書をご覧ください。 

 

 
黄色いハンカチは 

「わが家は大丈夫」のサイン 

７ 



 自治会だより    ～地域を安全・安心に～  

◇夜間、年末特別警戒パトロール  ◇防災訓練(女性対象) 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

◇防災訓練（小学生対象）          ◇瀬戸市消防出初式 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
編集後記 

問い合わせ先 山口連区自治会 八幡町 3 番地 ☎/Fax87-2103  山口公民館 田中町 108 番地 ☎87-0700 

１１月１１日（日）女性防火クラブの協力を
いただき、「防災頭巾作成」を行いました。皆
さんが作られた防災頭巾です。 

１２月２７日（木）公民館から各町内ま
で徒歩での年末特別警戒パトロールを実
施しました。 
寒い中ありがとうございました。 

１月１４日(日)にパルティせとで行われた消防
出初式に山口分団、女性防火クラブそして防災
協議会の皆さんが参加されました。 

１月２０日(日) 小学生対象の防災訓練
を実施しました。小雨降る日で参加者は
少ないにもかかわらず、積極的に訓練に
参加してくれました。震災時以外にも役
に立つことが必ずあります。 

本誌をこの編集後記までお読みいただいた方、感謝！感謝！です。 

新年が明けて、防災体制・福祉体制など変わっていく山口地区を「広

報やまぐち」がどう伝えていけるのか思い描いています。 

考えた結果「幅広い分野で新鮮な記事を地区全戸にお届けし、もっ

と多くの皆様に読んで頂けるようにすること」が肝心であるとの今ま

での答えに収束しました。次なる展開を・・・。(昌) 

 


